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均
衡

は
じ
め
に

為
替

レ
　
　
　
ト

　
主
要
先
進
工
業
国
が
調
整
可
能
な
釘
付
け
為
替
レ
ー
ト
制
か
ら

変
動
為
替
レ
ー
ト
制
に
移
行
し
て
か
ら
既
に
十
五
年
が
経
っ
た
。

調
整
可
能
な
釘
付
け
為
替
レ
ー
ト
制
下
で
は
一
（
米
）
ド
ル
ー
1
三

六
〇
円
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
十
五
年
間
に
円
と
ド
ル
の
交
換
比
率

（
円
／
ド
ル
為
替
レ
ー
ト
）
は
激
し
く
変
動
し
、
最
近
（
一
九
八

八
年
一
月
現
在
）
で
は
、
一
ド
ル
H
二
一
〇
円
（
円
建
為
替
レ
ー

ト
）
台
に
な
っ
た
。
十
五
年
前
に
比
べ
て
円
は
ド
ル
に
対
し
て
約

三
倍
に
増
価
（
岩
雫
8
鼠
富
円
高
）
、
あ
る
い
は
逆
に
ド
ル
は
円

に
対
し
て
約
三
倍
に
減
価
（
ま
雫
8
ぎ
詩
ド
ル
安
）
、
し
た
こ
と

に
な
る
。
今
や
、
円
／
ド
ル
相
場
の
動
き
は
、
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー

ス
番
組
の
不
可
欠
な
項
目
に
な
っ
た
観
さ
え
あ
る
。

池
　
　
問

誠

　
変
動
レ
ー
ト
制
以
峰
に
あ
っ
て
は
、
為
替
レ
ー
ト
の
決
定
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
・
理
論
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
の
課

題
は
、
最
も
簡
単
な
教
科
書
的
（
標
準
的
）
な
分
析
枠
組
み
（
モ

デ
ル
）
の
中
で
、
為
替
レ
ー
ト
の
基
本
的
な
変
動
要
因
を
説
明
す

る
こ
と
に
あ
る
。
本
稿
で
採
用
す
る
の
は
、
い
わ
ゆ
る
ケ
イ
ン
ズ

型
の
所
得
H
支
出
分
析
で
あ
る
。
そ
の
他
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い

て
は
説
明
の
過
程
で
言
及
す
る
に
と
ど
め
る
。

二
　
基
本
的
諸
関
係

　
本
稿
の
分
析
枠
組
み
は
、
財
市
場
・
貨
幣
市
場
・
対
外
取
引

（
国
際
収
支
）
で
構
成
さ
れ
、
第
－
表
の
基
本
的
諸
関
係
式
に
よ

っ
て
表
わ
さ
れ
る
。

　
最
初
に
財
市
場
に
関
す
る
関
係
式
を
説
明
し
よ
う
。
第
ω
式
は
、
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自
国
で
生
産
さ
れ
る
財
（
自
国
財
と
呼
ぼ
う
。
正
確
に
は
、
そ
れ

は
財
の
産
出
量
の
う
ち
生
産
過
程
に
再
投
入
さ
れ
な
い
部
分
、
す

な
わ
ち
最
終
財
で
あ
る
）
の
供
給
量
（
γ
、
実
質
国
民
生
産
“
国

民
所
得
）
が
、
自
国
財
に
対
す
る
自
国
需
要
量
と
外
国
需
要
量

第1表 基本的諸関係式

γ：

D：

亙：

x：

z：

P＝

1〕刀

〈記号説明＞

自国財総供給（国民所得）

自国財総需要

国内総支出（消費支出C＋投賀

支出1＋所府支出G）

翰出量

輸入量

一般物価

国内財価椅

1〕‡：輸入財価格（外貨建）

五1為替レート（自国通貨建）

｛：自国利子率

4‘：外国利子率

”：名目貨幣供給額

z：名目貨幣需要額

3：総合収支（外貨建）

τ1貿易収支（外貨建）

x：資本流出入（外貨建）

「1外国総生産
　（注：O＜o〈1，O〈肌＜1，Oくが

　　く1，0〈ろく1，であり，α，田，ユ，危

　　は非負である）

I　財市場

　　ω　r＝D

　　　　　　P　　　　　児1〕．
　　12〕刀＝一亙十X一一Z
　　　　　　1〕刀　　　P刀

　131刃＝or一α糾θ

1・〕・一榊仙（笥

㈲・一肌γ・・（幕）

　　㈹P＝ろP刀十（1一ろ）月1加

II　貨幣市場

　　17〕〃＝Z

　　　　z　　－8〕　一＝也ユ‘一一世

　　　　P

皿　国際収支（総合収支）

　　19〕3＝T＋K

　　　　　　P〃
　　oo〕　τ＝一x－P‡z
　　　　　　月

K＝此（｛一〆）

（
輸
出
量
x
）
の
合
計
（
D
）
に
等
し
い
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
第
②
式
は
、
そ
の
よ
う
な
自
国

財
に
対
す
る
総
需
要
量
を
別
の
形
で
表
現
し
た

も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
国
内
（
総
）
支
出
（
消

費
支
出
十
投
資
支
出
十
政
府
支
出
）
は
、
外
国

財
へ
の
支
出
（
輸
入
）
も
合
む
か
ら
、
国
内
支

出
か
ら
輸
入
を
控
除
す
れ
ぱ
、
そ
れ
は
自
国
財

に
対
す
る
自
国
の
需
要
量
に
等
し
く
な
る
こ
と

に
留
意
す
れ
ぱ
よ
い
。
第
㈹
式
は
国
内
支
出
関

数
で
あ
り
、
国
内
支
出
が
、
所
得
の
増
加
に
伴

っ
て
増
加
し
、
利
子
率
の
上
昇
に
伴
っ
て
（
投

質
支
出
が
減
少
す
る
か
ら
）
滅
少
し
、
政
府
支

出
の
増
加
と
共
に
増
加
す
る
も
の
と
想
定
さ
れ

て
い
る
。

　
第
ω
式
は
自
国
財
に
対
す
る
外
国
の
需
要

（
自
国
の
輸
出
）
を
規
定
す
る
。
外
国
の
所
得

（
r
）
が
増
加
す
れ
ぱ
巨
国
の
輸
出
は
増
加
す

る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
自
国
財
の
価
格
（
巧
）

48P



一橋論叢第99巻第4号（34）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

が
外
国
財
（
自
国
の
輸
入
財
）
の
（
自
国
通
貨
建
）
価
格
（
〃
）

に
比
べ
て
相
対
的
に
下
落
す
る
な
ら
ぱ
、
自
国
の
輸
出
は
増
加
す

る
。
型
言
す
る
な
ら
ば
、
外
国
で
の
外
国
通
貨
建
価
（
巧
／
遍
）

が
外
国
財
の
外
国
通
貨
建
価
格
（
戸
）
に
比
べ
て
安
く
な
る
な
ら

ぱ
、
自
国
財
に
対
す
る
外
国
の
需
要
は
増
加
す
る
で
あ
ろ
う
。
第

㈲
式
は
自
国
の
輸
入
関
数
で
あ
り
、
自
国
所
得
が
増
加
す
れ
ば
輸

入
量
は
増
加
し
、
ま
た
自
国
財
が
外
国
財
に
比
べ
て
高
く
な
る
な

ら
ぱ
輸
入
量
は
増
加
す
る
で
あ
ろ
う
。
第
㈹
式
は
自
国
の
一
般
物

価
水
準
の
定
義
式
で
あ
り
、
そ
れ
は
自
国
財
の
価
格
と
輸
入
財
の

価
掩
の
加
重
平
均
と
し
て
定
義
さ
れ
て
い
る
。

　
今
度
は
貨
幣
市
場
に
移
ろ
う
。
第
m
式
は
貨
弊
市
場
の
均
衡
を

表
わ
す
。
第
倒
式
は
実
質
貨
幣
需
要
（
残
高
）
が
所
得
水
準
と
は

正
に
、
利
子
率
と
は
負
に
相
関
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（
国
民
）
所
得
水
準
の
上
昇
は
貨
幣
に
対
す
る
取
引
需
要
を
増
加

さ
せ
、
利
子
率
の
上
昇
は
貨
幣
需
要
か
ら
証
券
需
要
へ
の
シ
フ
ト

を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
。

　
最
後
に
国
際
収
支
関
係
式
を
説
明
し
よ
う
。
第
側
式
は
国
際
収

支
（
総
合
収
支
）
の
定
義
式
で
あ
り
、
そ
れ
は
貿
易
収
支
（
第
㈹

式
で
定
義
さ
れ
る
）
と
資
本
収
支
の
合
計
で
あ
る
。
資
本
収
支
は

第
ω
式
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
も
の
と
仮
定
す
る
。
す
な
わ
ち
、

自
国
の
利
子
率
（
づ
）
と
外
国
の
利
子
率
（
ゲ
）
の
格
差
が
大
き

く
な
る
に
つ
れ
て
、
自
国
の
資
本
収
支
は
黒
字
（
資
本
の
流
入
）

に
な
る
も
の
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
、
わ
れ
わ
れ
は
何
ら
の
注
釈
な
し
に
第
－
表
の
基
本
的
な

諸
関
係
式
を
説
明
し
た
。
し
か
し
若
千
の
注
釈
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

直
ち
に
、
確
認
す
べ
き
こ
と
は
、
財
市
場
の
均
衡
条
件
ω
式
、
貨

幣
市
場
の
均
衡
条
件
ω
式
、
そ
し
て
国
際
収
支
の
定
義
ω
式
（
ま

た
は
国
際
収
支
の
均
衡
式
月
1
－
O
）
に
つ
い
て
は
問
題
は
な
い
。

間
題
が
発
生
し
、
論
争
を
も
た
ら
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
学
派
」
を

生
じ
さ
せ
る
の
は
、
支
出
関
数
倒
式
お
よ
ぴ
実
質
貨
幣
残
高
需
要

関
数
㈱
式
を
ど
の
よ
う
に
規
定
す
る
か
で
あ
る
。

　
第
一
に
、
そ
も
そ
も
消
費
支
出
・
投
資
支
出
・
政
府
支
出
を
合

計
し
て
、
第
㈹
式
の
よ
う
な
一
つ
の
関
数
と
し
て
扱
う
こ
と
は

で
き
る
の
か
ど
う
か
。
各
支
出
の
主
体
は
異
な
る
か
ら
、
第
㈹
式

の
よ
う
な
支
出
関
数
は
、
無
意
味
で
は
な
い
に
し
て
も
、
不
安
定

で
は
な
い
か
。
第
二
に
、
消
費
支
出
は
資
産
保
有
残
高
に
も
依
存

す
る
の
で
あ
っ
て
、
第
倒
式
で
は
そ
の
よ
う
な
資
産
（
富
）
効
果

が
全
く
無
視
さ
れ
て
い
る
。
第
三
に
、
投
資
は
証
券
と
は
密
接
な

代
替
関
係
な
く
、
証
券
と
密
接
な
代
替
関
係
に
あ
る
の
は
貨
幣
で

あ
る
（
し
た
が
っ
て
第
㈹
式
で
言
え
ぱ
α
は
ゼ
ロ
に
近
く
、
投
資
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は
自
律
的
な
水
準
と
な
り
、
第
倒
式
に
お
い
て
z
が
大
き
な
値
に

な
る
）
と
い
う
立
場
も
あ
れ
ぱ
、
全
く
逆
の
立
場
も
あ
る
。
最
後

に
、
資
本
収
支
式
ω
も
、
利
子
率
の
内
外
格
差
の
み
に
注
目
し
、

為
替
レ
ー
ト
の
変
化
を
考
慮
し
て
な
い
の
は
不
十
分
で
あ
ろ
う
。

実
際
、
将
来
の
為
替
レ
ー
ト
が
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
か
は
、
資

本
の
国
際
移
動
を
大
き
く
左
右
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
第
－
表
で
提
示
さ
れ
て
い
る
基
本
的
枠
組
み
は
多

く
の
間
題
を
抱
え
て
い
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
単
純
化
さ
れ

た
標
準
的
な
モ
デ
ル
に
沿
っ
て
為
替
レ
ー
ト
の
変
動
要
因
を
考
察

す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
こ
れ
ら
の
基
本
関
係
式
に
、
上
述
の
コ
メ

ン
ト
を
採
り
入
れ
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
し
か
し
本
稿
の
性

格
か
ら
し
て
、
こ
れ
以
上
の
複
雑
化
は
避
け
た
方
が
望
ま
し
い
で

あ
ろ
う
。

三
　
国
際
収
支
の
諸
側
面

　
第
ユ
表
の
基
本
的
諸
関
係
を
用
い
る
と
、
貿
易
収
支
ま
た
は
国

際
収
支
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
規
定
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
れ
ら
を
ま
と
め
た
の
が
第
2
表
で
あ
る
。

　
第
一
に
、
第
ω
式
の
貿
易
収
支
の
定
義
式
に
の
み
注
目
す
る
立

場
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
い
わ
ゆ
る
「
弾
カ
性
」
（
Φ
－
竃
ま
一
q
）
ア

プ
ロ
ー
チ
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
第
ω
式
の
両
辺
に
自
国
通

貨
建
為
替
レ
ー
ト
五
を
掛
け
、
し
た
が
っ
て
自
国
通
貨
表
示
に
し

第2表 国際収支の諸側面

1一弾カ性アプローチ

　　⑫　五丁＝P刀X一五1〕‡Z

2．所得＝支出アプローチ

　　虹割　P〃r－P亙1P刀x一月P‡z

　　⑬’（1〕刀y－Pの一P（∫十θ）コPηX一刀1〕竈Z

3、マネタリー・アプローチ
　　ω　∠〃！∠F＋∠亙，1F＝R3

　　固　〃仁」∬＝P刀X一月1〕｝Z＋月K

　　　　　　　　∠F：外貨準備の変化，」H：国内信用の変化

4、ニュー・ケンブリヅジ■アプローチ

　　u⑤　（P刀r＿1〕0＿1〕1っ＿Pθ＝1〕刀X＿月1〕ホZ

　　皿O’∠λ一∠Pθ＝∠P刀X一∠E1〕‡Z

　　　　　　　　〃…〃刀γ一（〃0＋〃1）：民間の金融質産の純取穐
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た
の
が
第
2
表
の
第
㈲
式
で
あ
る
。
白
国
の
貿
易
収
支
は
輸
出
額

と
輸
入
額
の
差
額
に
等
し
い
。
も
ち
ろ
ん
、
輸
出
量
は
第
－
表
の

第
ω
式
に
よ
っ
て
、
ま
た
輸
入
量
は
同
表
の
第
㈲
式
に
よ
っ
て
決

定
さ
れ
る
。
自
国
お
よ
ぴ
外
国
の
所
得
は
変
化
し
な
い
状
況
に
あ

っ
て
は
、
輸
出
量
と
輸
入
量
は
相
対
価
格
に
の
み
依
存
し
、
そ
れ

ゆ
え
に
そ
れ
ぞ
れ
の
相
対
価
格
変
化
に
対
す
る
反
応
度
が
重
要
に

な
る
。
換
言
す
れ
ぱ
、
第
ω
、
㈲
に
お
け
る
乃
と
4
が
重
視
さ
れ

る
わ
け
で
あ
る
。
価
樒
が
一
％
変
化
し
た
と
き
に
需
要
量
が
何
％

変
化
す
る
か
を
表
わ
す
の
が
、
需
要
の
価
格
弾
カ
性
で
あ
る
。
そ

れ
ゆ
え
に
、
貿
易
収
支
が
輸
出
入
価
椿
に
関
す
る
外
国
の
輸
入
需

要
弾
カ
性
と
自
国
の
輸
入
需
要
弾
カ
性
に
依
存
す
る
と
い
う
の
が
、

弾
カ
性
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
再
び
後
述

す
る
で
あ
ろ
う
。
）

　
第
二
に
、
貿
易
収
支
に
対
す
る
「
所
得
1
－
支
出
」
（
ま
8
昌
o
…

異
勺
雪
e
ε
冨
）
ア
プ
ロ
ー
チ
ま
た
は
「
吸
収
」
（
き
ω
O
｛
ま
昌
）

ア
プ
ロ
ー
チ
と
い
う
視
点
が
あ
る
。
こ
れ
は
財
市
場
の
均
衡
条
件

に
注
目
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
－
表
の
第
ω
と
第
②

式
を
用
い
る
と
、
わ
れ
わ
れ
は
第
2
表
の
第
㈹
式
を
導
き
出
す
こ

と
が
で
き
る
。
第
㈱
式
か
ら
直
ち
に
わ
か
る
よ
う
に
、
自
国
の
所

得
（
生
産
）
額
と
支
出
額
の
差
は
、
輸
出
額
と
輸
入
額
の
差
（
貿

易
収
支
）
に
等
し
い
。
し
た
が
っ
て
、
自
国
の
支
出
額
が
所
得
額

よ
り
も
少
な
い
な
ら
ぱ
、
自
の
貿
易
収
支
は
黒
字
に
な
り
、
逆
の

場
合
に
は
赤
字
に
な
る
。
所
得
と
支
出
の
相
対
的
大
き
さ
が
、
貿

易
収
支
に
直
接
反
映
さ
れ
る
わ
け
で
あ
り
、
所
得
1
－
支
出
ア
プ
ロ

ー
チ
と
呼
ぱ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

　
ま
た
第
⑬
式
は
、
支
出
の
構
成
項
目
を
明
示
す
る
な
ら
ぱ
、
第

旭
式
の
よ
う
に
書
き
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
地
式
の
左
辺
の

第
－
項
は
、
所
得
マ
イ
ナ
ス
消
費
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
所
得
の

う
ち
消
費
の
た
め
に
支
出
さ
れ
な
か
っ
た
部
分
で
あ
る
か
ら
、
こ

れ
は
貯
蓄
と
定
義
さ
れ
る
。
い
ま
政
府
支
出
（
θ
）
を
無
視
す
れ

ぱ
、
貯
蓄
額
と
投
資
額
の
差
が
貿
易
収
支
に
等
し
く
な
る
。
そ
れ

ゆ
え
に
、
貿
易
収
支
を
考
察
す
る
に
は
、
貯
蓄
“
投
資
の
ギ
ャ
ッ

プ
を
分
析
す
れ
ぱ
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
例
え
ぱ
、
貿
易
収

支
の
黒
字
は
貯
蓄
が
投
資
を
上
廻
っ
て
い
る
こ
と
と
同
義
で
あ
る

か
ら
、
黒
字
を
縮
小
さ
せ
る
た
め
に
は
、
貯
蓄
を
抑
制
し
、
投
資

を
刺
激
す
れ
ぱ
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
第
三
の
視
点
は
、
貨
幣
供
給
量
の
変
化
の
源
泉
に
注
目
す
る
こ

と
で
あ
る
。
通
常
、
貨
幣
供
給
量
は
、
総
合
収
支
と
国
内
信
用
の

い
ず
れ
か
ま
た
は
両
者
が
変
化
す
れ
ば
、
そ
れ
に
伴
っ
て
変
化
す

る
。
い
ま
、
最
も
簡
単
に
第
2
表
の
第
ω
式
の
関
係
を
想
定
し
よ
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う
。
す
な
わ
ち
、
貨
幣
供
給
量
の
変
化
分
（
〃
）
は
、
外
貨
準
備

の
変
化
分
（
〃
）
と
国
内
信
用
の
変
化
分
（
〃
）
の
合
計
に
等
し

い
と
し
よ
う
。
中
央
銀
行
に
お
け
る
外
貨
準
備
の
増
加
は
、
そ
れ

に
見
合
う
自
国
通
貨
の
供
給
（
外
貨
を
購
入
す
る
た
め
に
自
国
通

貨
を
売
却
す
る
）
を
増
加
さ
せ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
民
間
の
立
場

か
ら
す
れ
ば
、
自
国
通
貨
を
購
入
す
る
た
め
に
、
外
貨
を
売
却
し

て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
、
外
貨
準
傭
の
増
加
は
、
自
国
通

貨
に
対
す
る
（
フ
ロ
ー
）
需
要
の
増
加
に
外
な
ら
な
い
。
他
方
、

外
貨
準
備
の
変
化
分
は
総
合
収
支
に
等
し
い
。

　
い
ま
、
第
ω
式
の
右
辺
の
国
内
信
用
変
化
分
を
左
辺
に
移
項
し
、

第
－
表
の
第
側
式
を
考
慮
す
れ
ぱ
、
第
㈲
式
が
得
ら
れ
る
。
か
く

し
て
、
国
内
信
用
変
化
分
よ
り
も
貨
幣
供
給
変
化
分
が
大
き
い
な

ら
ぱ
、
自
国
通
貨
に
対
す
る
フ
ロ
ー
需
要
の
増
加
が
発
生
す
る
。

フ
ロ
ー
の
貨
幣
需
要
の
増
加
と
い
う
の
は
、
財
に
対
す
る
支
出
の

減
少
（
す
な
わ
ち
貨
幣
保
蔵
の
増
加
）
で
あ
り
、
輸
入
の
減
少
お

よ
び
証
券
の
売
却
を
通
じ
て
、
総
合
収
支
を
黒
字
化
さ
せ
る
で
あ

ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
国
際
収
支
の
状
態
は
、
貨
弊
の
需
給
関
係

の
反
映
で
あ
り
、
正
し
く
貨
幣
的
現
象
に
外
な
ら
な
い
と
い
う
の

が
、
マ
ネ
タ
リ
ー
・
ア
プ
ロ
ー
チ
の
基
本
的
性
格
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
貿
易
収
支
の
変
化
分
は
政
府
支
出
の
変
化
分
と
関
係

づ
け
ら
れ
る
と
い
う
「
ニ
ュ
ー
・
ケ
ン
ブ
リ
ヅ
ジ
」
ア
プ
ロ
ー
チ

が
あ
る
。
こ
れ
は
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
の
経
済
政
策
グ
ル
ー
プ
に

よ
っ
て
提
唱
さ
れ
て
い
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
こ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
に
あ
っ
て
は
、
民
間
の
消
費
支
出
と
投
資
支
出
を
区
別
せ
ず
、

両
支
出
の
合
計
を
民
間
支
出
と
し
て
扱
う
。
そ
し
て
所
得
の
う
ち

消
費
に
も
投
資
に
も
支
出
さ
れ
な
か
っ
た
部
分
（
す
な
わ
ち
所
得

マ
イ
ナ
ス
民
間
支
出
H
第
㈹
式
の
第
－
項
）
は
、
民
間
都
門
に
よ

る
金
融
資
産
の
純
取
得
額
と
し
て
定
義
さ
れ
る
。
か
く
し
て
、
第

2
表
の
第
㈹
式
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
民
間
金
融
資
産
純
取
得
額

と
政
府
支
出
額
の
差
は
、
貿
易
収
支
に
等
し
い
。
し
か
し
、
ニ
ュ

ー
．
ケ
ン
ブ
リ
ヅ
ジ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
の
本
質
は
、
第
㈹
式
の
変
化

分
に
着
目
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
れ
は
第
耐
式
と
し
て
示
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
主
張
者
に
よ
れ
ぱ
、
民
間
部
門
の

金
融
資
産
純
取
得
額
は
ほ
ぽ
不
変
（
〃
“
O
）
で
あ
り
、
し
た
が

っ
て
、
貿
易
収
支
の
変
化
分
は
、
財
政
支
出
の
変
化
分
に
等
し
く

な
る
。
例
え
ぱ
、
貿
易
収
支
黒
字
の
変
化
分
は
、
財
政
支
出
の
減

少
分
（
す
な
わ
ち
財
政
余
剰
の
変
化
分
）
に
等
し
い
。

　
以
上
、
わ
れ
わ
れ
は
、
第
－
表
の
基
本
的
諸
関
係
式
を
用
い
て
、

貿
易
収
支
ま
た
は
総
合
収
支
が
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
小
ら
把
握
さ
れ

う
る
こ
と
を
見
た
。
こ
れ
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
基
本
的
に
は
、
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事
後
的
な
恒
等
関
係
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は

い
ず
れ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
正
し
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
生
ず
る
政
策
イ
ン
プ
リ
ヶ
ー
シ
目
ン
に
は

大
き
な
相
違
が
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
留
意
す
べ
き
こ
と
は
、
因
果

関
係
と
し
て
第
2
表
の
国
際
収
支
の
諸
側
面
を
解
釈
す
る
に
は
細

心
の
注
意
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

四
　
為
替
レ
ー
ト
の
中
間
的
決
定
因

　
前
節
で
は
国
際
収
支
に
対
す
る
四
つ
の
視
点
に
つ
い
て
説
明
し

た
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
の
本
来
の
課
題
は
、
第
－
表
に
示
さ
れ

た
分
析
枠
組
み
の
中
で
、
為
替
レ
ー
ト
の
決
定
要
因
（
ま
た
は
変

動
要
因
）
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
本
節
で
は
、
そ
の
た
め

の
準
備
的
検
討
を
行
な
お
う
。

　
計
算
の
展
開
を
簡
単
に
し
、
展
開
結
果
を
簡
素
化
す
る
た
め
に
、

為
替
レ
ー
ト
を
含
む
全
て
の
価
格
は
初
期
に
お
い
て
1
に
標
準
化

さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
よ
う
。

　
さ
て
、
第
－
表
に
お
け
る
第
㈹
～
㈹
式
を
第
ω
式
に
代
入
し
て

得
ら
れ
た
関
係
式
を
第
ω
式
に
代
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
れ

わ
れ
は
財
市
場
に
お
け
る
均
衡
条
件
式
を
導
出
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
の
よ
う
に
し
て
得
ら
れ
た
条
件
式
は
、
通
常
、
1
8
曲
線

（
表
）
と
呼
ば
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
第
2
表
の
第
㈹
式
か
ら
わ
か

る
よ
う
に
、
貿
易
と
政
府
支
出
を
無
視
す
れ
ぱ
、
財
市
場
の
均
衡

条
件
は
、
貯
蓄
S
（
供
給
）
と
投
質
1
（
需
要
）
の
均
等
で
要
約
・

で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
も
ち
ろ
ん
、
貿
易
（
と
政

府
支
出
）
を
考
慮
し
て
い
る
か
ら
、
実
際
に
は
、
1
×
1
－
8
Z
表

と
呼
ぷ
ぺ
き
で
あ
る
が
、
憤
例
に
従
っ
て
、
1
8
表
と
呼
ぷ
こ
と

に
す
る
。
と
も
あ
れ
、
そ
の
よ
う
に
し
て
求
め
ら
れ
た
1
8
表
を

変
化
分
で
表
現
し
た
の
が
、
第
3
表
の
第
岬
式
で
あ
る
。

　
第
ω
式
は
、
財
市
場
が
均
衡
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
為
替
レ

ー
ト
丑
が
各
変
数
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か

を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
に
つ
い
て
説
明
し
よ
う
。

　
H
　
い
ま
自
国
の
所
得
（
自
国
財
生
産
量
）
が
〃
だ
け
増
加
し
た

と
し
よ
う
。
こ
れ
は
自
国
の
支
出
を
増
加
さ
せ
（
第
－
表
の
第
㈹

式
）
、
自
国
の
輸
入
量
を
増
加
さ
せ
る
（
同
表
の
第
㈲
式
）
。
か
く

し
て
、
自
国
財
に
対
す
る
総
需
要
は
、
同
表
の
第
ω
式
を
参
照
に

す
る
と
、
眼
界
消
費
性
向
o
と
隈
界
輸
入
性
向
㎜
の
差
に
所
得
増

加
分
を
乗
じ
た
分
だ
け
変
化
す
る
。
こ
こ
で
国
内
支
出
に
は
輸
入

も
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
、
限
界
消
費
性
向
は
隈
界
輸
入
性
向
よ
り

大
き
い
の
で
、
自
国
財
に
対
す
る
総
需
要
は
増
加
す
る
。
し
か
し
、

こ
の
需
要
増
加
分
は
、
自
国
財
生
産
増
加
分
よ
り
は
少
な
い
。
な
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第3表1∫表，L”表，BP表

　　　一中間的結果一

I　財市場均衡条件（18表）

　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　α
　　αη　∠五＝　　　　　　（∫∠y一肌リP）　　　　　　」θ十　　　　　∠担
　　　　　　（1一乙）亙十／　　　　　　　　　（1－b）亙十∫　　　（1－b）亙十∫

　　　　　　　　　1
　　　　　　＋　　　　　（∠P1〕一1P‡）
　　　　　　（1－b）亙十∫

　　　　　　　　　　　∫…1－o＋伽＞

　　　　　　　　　　　∫≡X1η‡十Z1η一Z〉O

　　　　　　　　　　　　　（η1‡ηはそれぞれ外国および自国の輸入需要の

　　　　　　　　　　　　　価樒弾カ性）

π　貨幣市場均衡条件（z”表）

　　　　　　　　　U　　　　　　1　　　　　　‘　　　　　あ
　　⑱　　∠亙＝　　　　　∠r＋　　　　」〃十　　　　ルー一」戸刀一∠戸
　　　　　　　（1－6）〃　　（1－b）〃　　（1－b）〃　　1－b

m　国際収支

　（i）　国際収支の変化

　　⑲　”雪が■γ＾一肌4γ　　　　　　　　　　　　く所得効果＞

　　　　　十∫（”十」1〕‡＿”〕刀）　　　　　　　　　　＜交易条件効果＞

　　　　　十晃（ルー∠〆）　　　　　　　　　　　　　〈資本移動効果＞

　　　　　十（X－Z）（〃〕1〕一〃）　　　　　　　　　　く評価効果〉

　（ii）　国際収支均衡条件（BP表）（初期x＝z）

　　e①〃＝（」1〕刀＿∠1〕＾）　　　　　　　　　　　　　＜個椿効果〉

　　　　　　1　　　　　＋＿（㎜」r＿が∠r）　　　　　　　　　　＜所得効果＞
　　　　　　∫

　　　　　　胎
　　　　　■’（”’ル‡）　　　　　　　　　　　　　＜利子率効果＞
　　　　　　∫

　　（注）∠は各変数の変化分を剖す

で　う　N
あ条ミ

る件N。が
こ少が
れな正
は　くで
’と　あ
い　も　る

わ必と
ゆ要い

の

た

め

に

は

、l
l
l

ト
、
十

い滅1をい。が輸ら需供給財か明イぜ
で価ト参。増入な要給が市ららナな
あ）が照第加需いがを発場でかスら
ろし上に1し要が増吸生にあに隈’
うな昇す表なが’加収すおる’界限
。け（るのけ減そしするい。1輸界
しれ自と第れ少のなる。てかよ入消
かぱ国’14〕ぱしたけたこはくり性費
しな通為’な’めれめの超し小向性
’ら貨替15〕ら輸にぱに超過てさは向
そなのレ式な出はなは過供’い’マ
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る
為
替
市
場
の
安
定
条
件
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
安
定
条

件
が
満
た
さ
れ
て
い
る
も
の
と
仮
定
す
る
。

　
⇔
　
政
府
支
出
の
増
加
〃
は
、
国
内
支
出
を
そ
の
分
だ
け
増
加

せ
し
め
、
自
国
財
に
対
す
る
需
要
が
増
加
し
、
自
国
生
産
量
は
不

変
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ゆ
え
に
財
市
場
に
お
い
て
超
過
需
要
が
発

生
す
る
。
か
く
し
て
、
超
過
需
要
を
解
消
す
る
た
め
に
は
、
先
述

の
ケ
ー
ス
と
は
逆
に
、
為
替
レ
ー
ト
が
下
落
（
自
国
通
貨
の
増

価
）
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

　
⇔
　
自
国
利
子
率
の
上
昇
は
、
投
資
を
減
少
さ
せ
る
か
ら
支
出

は
減
少
し
、
財
市
場
で
趨
過
供
給
状
態
を
創
出
す
る
。
そ
れ
を
解

消
す
る
た
め
に
は
為
替
レ
ー
ト
の
上
昇
が
必
要
と
な
る
。

　
㈲
　
自
国
財
の
価
格
が
上
昇
し
た
場
合
に
は
、
輸
出
は
減
少
す

る
が
、
輸
入
は
増
加
し
、
総
需
要
は
減
少
す
る
。
し
た
が
っ
て
、

財
市
場
で
は
超
過
供
給
と
な
り
、
そ
れ
を
解
消
す
る
た
め
に
為
替

レ
ー
ト
は
上
昇
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
外
国
の
所
得
r
と
外
国
財
の
価
格
戸
の
変
化
に
つ
い
て
も
同
様

に
説
明
す
れ
ば
よ
い
。
要
す
る
に
第
3
表
の
第
帥
式
が
示
す
と
こ

ろ
に
よ
れ
ぱ
、
自
国
所
得
の
増
加
、
自
国
利
子
率
の
上
昇
お
よ
び

自
国
財
価
格
の
騰
貴
は
、
自
国
通
貨
を
減
価
（
円
安
）
さ
せ
る
傾

向
が
あ
り
、
外
国
所
得
の
増
加
、
自
国
政
府
支
出
の
拡
大
、
そ
し

て
外
国
財
価
格
の
騰
貴
は
自
国
通
貨
の
増
加
（
円
高
）
を
も
た
ら

す
傾
向
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
財
市
場
を
均
衡

さ
せ
る
た
め
の
為
替
レ
ー
ト
の
変
化
方
向
で
あ
る
。

　
次
に
、
貨
幣
市
場
を
均
衡
せ
し
め
る
為
替
レ
ー
ト
と
各
関
連
変

数
と
の
関
係
を
見
よ
う
。
そ
の
た
め
に
は
、
第
ユ
表
の
第
ω
式
に

第
㈲
式
を
代
入
し
、
さ
ら
に
第
㈲
式
の
関
係
を
利
用
す
れ
ぱ
よ
い
。

そ
れ
を
変
化
分
の
形
で
表
わ
し
た
の
が
第
3
表
の
第
㈹
式
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
直
ち
に
わ
か
る
よ
う
に
、
貨
幣
市
場
を
均
衡
に
保
つ
た

め
に
は
、
所
得
が
増
加
し
た
と
き
に
は
為
替
レ
ー
ト
は
下
落
し
、

貨
幣
供
給
量
の
増
加
と
利
子
率
の
上
昇
の
場
合
に
は
、
為
替
レ
ー

ト
は
騰
貴
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
そ
の
説
明
は
容
易
で
あ
る
。

　
H
　
自
国
の
所
得
が
増
加
す
る
と
、
貨
幣
に
対
す
る
（
取
引
）

需
要
が
増
加
す
る
か
ら
、
貨
幣
市
場
は
超
過
需
要
状
態
に
な
る
。

そ
れ
を
解
消
す
る
に
は
一
般
物
価
水
準
が
下
落
し
な
け
れ
ぱ
な
ら

な
い
が
、
そ
れ
は
為
替
レ
ー
ト
の
下
落
を
通
ず
る
輸
入
財
の
国
内

価
格
の
低
下
が
必
要
で
あ
る
。

　
⇔
　
自
国
利
子
率
の
上
昇
は
、
実
質
貨
幣
需
要
残
高
を
減
少
さ

せ
、
貨
幣
市
場
で
超
過
供
給
を
生
じ
さ
せ
る
か
ら
、
為
替
レ
ー
ト

の
上
昇
を
通
ず
る
一
般
物
価
水
準
の
上
昇
が
必
要
と
な
る
。

　
目
　
貨
幣
供
給
量
の
増
加
は
、
直
ち
に
、
貨
幣
市
場
で
超
過
供
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給
を
創
出
し
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
貨
幣
需
要
を
増
加
さ
せ
る
に
は
、
為

替
レ
ー
ト
の
上
昇
に
よ
る
一
般
物
価
水
準
の
上
昇
が
要
請
さ
れ
る
。

　
今
度
は
国
際
収
支
に
移
ろ
う
。
第
－
表
の
第
側
式
に
、
第
㈹
、

ω
式
を
考
慮
し
て
、
第
ω
、
ω
式
を
代
入
し
て
、
そ
の
変
化
分
を

解
け
ぱ
第
3
表
の
第
仁
創
式
が
得
ら
れ
る
。
こ
の
式
は
、
わ
れ
わ
れ

に
国
際
収
支
の
変
化
が
ど
の
よ
う
な
要
因
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ

る
か
を
教
え
て
く
れ
る
。

　
H
　
国
際
収
支
の
変
化
は
、
自
国
お
よ
び
外
国
に
お
け
る
所
得

の
変
化
に
移
存
す
る
。
自
国
の
所
得
が
増
加
す
る
な
ら
ば
国
際
収

支
は
悪
化
し
、
外
国
の
所
得
が
増
加
す
る
な
ら
ぱ
自
国
の
国
際
収

支
は
改
善
さ
れ
る
。
そ
の
理
由
は
説
明
す
る
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ

う
。
こ
の
よ
う
な
所
得
効
果
を
わ
れ
わ
れ
は
、
さ
ら
に
書
き
換
え

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
も
っ
と
有
意
義
な
結
論
を
得
る
こ
と
が
で
き

　
　
　
　
‡

る
。
肌
と
肌
は
そ
れ
ぞ
れ
自
国
お
よ
ぴ
外
国
の
隈
界
輸
入
性
向
で

あ
る
か
ら
、
第
㈹
式
の
所
得
効
果
の
項
は
次
の
よ
う
に
書
き
換
え

ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぺ
｛
　
」
『
＃
　
　
ぺ
　
」
㌧

　
　
§
o
」
ぺ
“
1
§
」
ぺ
1
1
』
ガ
ー
§
＾
I
l
N
ー
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
K
．
　
　
N
　
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
ぺ
讐
　
　
」
ぺ

　
　
　
　
　
　
　
　
1
－
、
ト
ヘ
ー
l
N
吊
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
ぺ
帯
　
　
　
ぺ

こ
こ
で
■
と
∈
は
そ
れ
ぞ
れ
外
国
お
よ
び
自
国
の
輸
入
需
要
の
所

得
弾
カ
性
で
あ
る
。
い
ま
初
期
に
お
い
て
貿
易
収
支
が
均
衡
（
x

1
－
Z
）
し
て
い
た
も
の
と
し
よ
う
。
そ
う
す
る
と
、
自
国
と
外
国

に
お
け
る
所
得
成
長
率
が
等
し
い
な
ら
ぱ
、
外
国
の
輸
入
需
要
の

所
得
弾
カ
性
が
自
国
の
そ
れ
よ
り
も
大
き
い
か
、
等
し
い
か
、
あ

る
い
は
小
さ
い
か
に
従
っ
て
、
自
国
の
国
際
収
支
は
改
善
、
不
変
、

あ
る
い
は
悪
化
す
る
。
他
方
、
両
国
の
輸
入
需
要
の
所
得
弾
カ
性

が
等
し
い
場
合
に
は
、
外
国
の
所
得
成
長
率
が
自
国
の
そ
れ
よ
り

高
い
か
、
等
し
い
か
、
あ
る
い
は
低
い
か
に
し
た
が
っ
て
、
自
国

の
国
際
収
支
は
改
善
、
不
変
、
あ
る
い
は
悪
化
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
⇔
　
国
際
収
支
の
動
向
は
輸
入
財
（
外
国
財
）
と
輸
出
財
（
自

国
財
）
の
相
対
価
格
の
変
動
に
依
存
す
る
。
輸
出
価
格
の
輸
入
価

格
に
対
す
る
比
率
は
交
易
条
件
と
呼
ぱ
れ
、
そ
れ
が
上
昇
（
下

落
）
す
れ
ば
、
交
易
条
件
は
有
利
化
（
不
利
化
）
し
た
と
言
わ
れ

る
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
為
替
市
場
の
安
定
条
件
（
∫
が
正
値
）

が
満
た
さ
れ
て
い
た
と
し
よ
う
。
そ
う
す
れ
ぱ
、
交
易
条
件
が
有

利
化
す
れ
ぱ
、
す
な
わ
ち
自
国
の
輸
出
財
価
格
が
輸
入
財
価
格
よ

り
も
相
対
的
に
上
昇
す
る
な
ら
ぱ
、
自
国
の
国
際
収
支
は
悪
化
し
、

逆
に
交
易
条
件
が
不
利
化
す
る
な
ら
ば
、
自
国
の
国
際
収
支
は
改

善
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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目
　
国
際
収
支
は
、
資
本
流
出
入
を
通
じ
て
、
内
外
の
利
子
率

楕
差
に
も
依
存
す
る
。
自
国
の
利
子
率
が
上
昇
す
る
な
ら
ぱ
、
海

外
か
ら
資
本
が
流
入
し
、
自
国
の
国
際
収
支
は
改
善
さ
れ
る
け
れ

ど
も
、
外
国
の
利
子
率
が
上
昇
す
る
な
ら
ぱ
、
逆
に
、
海
外
へ
資

本
は
流
出
し
、
自
国
の
国
際
収
支
は
悪
化
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
㈲
　
国
際
収
支
の
変
化
は
、
初
期
の
貿
易
収
支
の
不
均
衡
の
程

度
に
も
依
存
す
る
。
も
し
初
期
に
貿
易
収
支
が
黒
字
で
あ
る
な
ら

ば
、
自
国
財
の
価
格
が
為
替
ル
ー
ト
よ
り
も
大
き
く
（
小
さ
く
）

変
化
す
る
と
き
に
は
、
自
国
の
国
際
収
支
は
改
善
（
悪
化
）
す
る
。

逆
の
場
合
は
逆
で
あ
る
。
こ
れ
は
外
貨
建
国
際
収
支
の
評
価
効
果

と
も
呼
ぷ
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
国
際
収
支
の
変
化
は
、
所
得
効
果
、
交
易
条
件
効

果
、
資
本
移
動
効
果
、
評
価
効
果
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
る
。
交
易

条
件
効
果
の
み
に
注
目
す
る
の
が
前
節
で
説
明
し
た
弾
カ
性
ア
プ

ロ
ー
チ
で
あ
る
こ
と
は
、
今
や
明
白
で
あ
ろ
う
。

　
そ
れ
は
と
も
あ
れ
、
国
際
収
支
を
均
衡
せ
し
め
る
為
替
レ
ー
ト

と
他
の
変
数
の
関
係
を
求
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
初
期
に

貿
易
収
支
が
均
衡
し
て
い
た
（
x
H
z
）
と
仮
定
し
、
か
つ
加
H

0
と
お
い
て
、
第
㈹
式
か
ら
導
出
で
き
る
。
そ
の
よ
う
に
し
て
導

出
し
た
の
が
第
偉
Φ
式
で
あ
る
。
こ
の
式
か
ら
次
の
こ
と
が
言
え

る
o　
○
内
外
の
物
価
上
昇
率
の
相
違
に
よ
っ
て
為
替
レ
ー
ト
は
変

動
す
る
。
す
な
わ
ち
、
自
国
の
物
個
が
外
国
の
物
価
よ
り
も
高
い

率
で
上
昇
す
る
な
ら
ば
、
為
替
レ
ー
ト
は
上
昇
す
る
で
あ
ろ
う
。

な
ぜ
な
ら
、
自
国
の
物
価
が
外
国
の
物
価
よ
り
も
高
い
率
で
上
昇

す
る
と
き
に
は
、
輸
出
は
減
少
し
、
輸
入
は
増
加
す
る
か
ら
、
貿

易
収
支
、
し
た
が
っ
て
国
際
収
支
は
悪
化
す
る
傾
向
に
あ
り
、
そ

の
傾
向
を
阻
止
す
る
た
め
に
は
為
替
レ
ー
ト
が
上
昇
す
る
必
要
が

あ
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
内
外
物
価
上

昇
率
の
椿
差
そ
れ
自
体
と
同
一
の
率
で
為
替
レ
ー
ト
が
変
化
す
る

と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
言
わ
ぱ
、
購
買
カ
平
価
に
よ
る
為

替
レ
ー
ト
の
決
定
で
あ
る
。

　
⇔
　
内
外
の
所
得
変
化
に
よ
っ
て
為
替
レ
ー
ト
は
変
動
す
る
。

こ
の
所
得
効
果
が
輸
入
需
要
の
所
得
弾
カ
性
と
所
得
成
長
率
に
よ

っ
て
書
き
表
わ
さ
れ
る
こ
と
は
既
に
説
明
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

な
お
、
第
一
の
価
楮
効
果
と
第
二
の
所
得
効
果
を
同
時
に
考
慮
す

れ
ば
、
国
際
収
支
を
均
衡
さ
せ
る
に
必
要
な
交
易
条
件
と
両
国
の

成
長
率
の
関
係
が
導
出
さ
れ
る
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
「
ジ
目
ン
ソ

ン
の
基
本
方
程
式
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
に
外
な
ら
な
い
。

　
⇔
　
内
外
の
利
子
率
楕
差
が
変
化
す
る
な
ら
ば
、
国
際
的
な
資
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本
移
動
の
変
化
を
通
じ
て
、
為
替
レ
ー
ト
は
変
化
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
で
個
別
に
説
明
し
て
き
た
財
市
場
均
衡
条
件
（
1
8
表
）
、

貨
幣
市
場
均
衡
条
件
（
五
〃
表
）
、
そ
し
て
国
際
収
支
均
衡
条
件

（
3
P
表
）
を
為
替
レ
ー
ト
と
自
国
の
所
得
の
関
係
に
注
目
し
て

図
示
す
れ
ぱ
第
－
図
の
よ
う
に
な
る
。
な
お
、
図
で
は
1
S
表
よ

り
も
B
p
表
が
急
な
傾
き
を
も
つ
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
そ

の
よ
う
な
必
然
性
は
な
い
こ
と
に
留
意
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
各
曲

線
に
付
さ
れ
た
変
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
曲
線
の
位
置
を
左
右
す
る
。

そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
方
向
に
曲
線
を
変
化
さ
せ
る
か
は
既
に
説
明

し
た
と
お
り
で
あ
る
。

　
そ
れ
は
と
も
あ
れ
、
自
国
の
所
得
水
準
が
巧
で
為
替
レ
i
ト
が

私
の
と
き
、
三
つ
の
曲
線
は
9
点
で
交
わ
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち

為
替
レ
ー
ト
私
と
所
得
水
準
巧
に
お
い
て
財
市
場
、
貨
幣
市
場
、

国
際
収
支
は
全
て
均
衡
し
て
い
る
（
全
部
均
衡
の
状
態
に
あ
る
）
。

そ
の
よ
う
な
初
期
の
全
部
均
衡
の
状
態
か
ら
、
他
の
諸
条
件
は
一

定
の
ま
ま
で
、
所
得
水
準
の
み
が
巧
か
ら
γ
に
増
加
し
た
と
し
よ

う
。
そ
う
す
る
と
、
財
市
場
を
均
衡
さ
せ
る
に
必
要
な
為
替
レ
ー

ト
は
珊
、
貨
幣
市
場
を
均
衡
さ
せ
る
た
め
の
為
替
レ
ー
ト
は
伽
、

そ
し
て
国
際
収
支
の
均
衡
を
維
持
す
る
為
替
レ
ー
ト
は
伽
と
な
る
。

こ
れ
ら
の
為
替
レ
ー
ト
の
水
準
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
。
か
く
し
て
、

新
し
い
全
部
均
衡
が
達
成
さ
れ
る
た
め
に
は
、
さ
ら
に
調
整
が
行

な
わ
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味
で
本
節
の
結
果
は
中
間
的
な

も
の
な
の
で
あ
る
。

第1図∫8表，z”表，月P表
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五
　
均
衡
為
替
レ
ー
ト
の
決
定
要
因

　
全
部
均
衡
を
達
成
す
る
為
替
レ
ー
ト
を
求
め
る
に
は
次
の
よ
う

な
手
続
き
に
従
え
ぱ
よ
い
。
最
初
に
、
例
え
ぱ
、
第
2
表
に
お
け

る
財
市
場
均
衡
条
件
ω
式
と
貨
幣
市
場
均
衡
条
件
㈹
式
と
か
ら
、

自
国
財
の
価
格
変
化
を
求
め
る
。
そ
の
よ
う
に
し
て
解
か
れ
た
自

国
財
価
格
変
化
を
第
㈱
式
に
代
入
し
て
、
今
度
は
自
国
利
子
率
に

つ
い
て
解
く
。
こ
れ
を
さ
ら
に
先
に
解
か
れ
た
自
国
財
価
格
変
化

の
式
に
代
入
す
る
。
か
く
し
て
求
め
ら
れ
た
自
国
利
子
率
と
自
国

財
価
格
の
変
化
を
、
今
度
は
国
際
収
支
均
衡
条
件
¢
Φ
式
に
代
入
し

て
、
為
替
レ
ー
ト
の
変
化
に
つ
い
て
解
い
て
や
れ
ぱ
、
そ
れ
が
全

都
均
衡
を
保
証
す
る
為
替
レ
i
ト
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の

為
替
レ
ー
ト
を
均
衡
為
替
レ
ー
ト
と
呼
ぷ
こ
と
に
し
よ
う
。

　
こ
の
均
衡
為
替
レ
ー
ト
は
、
今
や
、
自
国
所
得
γ
、
自
国
貨
幣

供
給
量
〃
、
自
国
政
府
支
出
θ
、
外
国
所
得
γ
、
外
国
価
格
戸
、

．
外
国
利
子
率
〆
に
依
存
す
る
。
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
か
が
変
化
す
れ

ぱ
、
均
衡
為
替
レ
ー
ト
も
変
化
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
自
国

所
得
γ
が
需
給
均
衡
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
な

ら
ぱ
、
こ
こ
で
求
め
ら
れ
た
均
衡
為
替
レ
ー
ト
自
体
も
未
だ
十
分

に
満
足
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
貨
幣
供
給
量
と
政
府

第4表為替レートの決定要因

　　　（〃＝〃‡＝o）

I　均衡為替レート

工
［

　　　　　　　　　〃　　　〃一b舳
ω〃…一〃〕‡十　十　　　　　　　　∠θ
　　　　　　　　　””［ψ十此1（1一あ）E＋∫1コ

　　　　　此［α舳十1｛（1一ろ）亙十η］
　　　　十　　　　　　　　　　〃
　　　　　”［ぴ十此1（1一あ）刃十刀］

　国際資本移動性との関係

（i）　資本不移動（此→0）

　　　　　　　　　∠〃　工
　02∠η＝一∠1〕ヰ十十」θ
　　　　　　　　　〃　　α〃

（ii）　賞本完全移動（此→oo）

⑫。・月一一杵”　b。θ。”・王1（・一b）糾∫1〃
　　　　　　　　　”　　（1一ら）刀十∫　　　　〃｛（1－b）刀十∫｝
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支
出
も
内
生
化
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
、
ま
た
両
者
の
関
係
も
明
確

化
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
外
国
の
変
数
は
別
に
し
て
も
、
そ
れ
ゆ

え
に
、
わ
れ
わ
れ
の
体
系
（
第
－
表
）
は
不
満
足
な
も
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
は
さ
て
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
本
節
で
は
、
自
国
お
よ
び

外
国
の
国
氏
所
得
は
変
化
し
な
い
場
合
に
お
け
る
均
衡
為
替
レ
ー

ト
を
考
察
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
第
－
図
で
言
え
ぱ
、
自
国
所
得

水
準
が
巧
に
と
ど
ま
り
、
し
か
も
外
国
所
得
水
準
も
一
定
に
保
た

れ
る
と
き
、
自
国
貨
幣
供
給
量
、
自
国
政
府
支
出
、
外
国
価
格
お

よ
ぴ
外
国
利
子
率
の
変
化
が
均
衡
為
替
レ
ー
ト
を
ど
の
よ
う
に
変

化
さ
せ
る
か
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
」
、
“
」
ぺ
、
1
I
o
　
と
お
い
て
、
前
述
の
手
順
を
踏
め
ぱ
、
第
4

表
の
第
帥
式
で
示
さ
れ
る
均
衡
為
替
レ
ー
ト
が
求
め
ら
れ
る
。
こ

の
式
か
ら
次
の
こ
と
が
わ
か
る
。

　
○
　
外
国
価
格
の
騰
貴
は
、
そ
れ
と
同
じ
率
で
為
替
レ
ー
ト
を

下
落
さ
せ
る
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
外
国
価

格
の
上
昇
は
、
ま
ず
自
国
財
の
需
要
を
増
大
せ
し
め
、
財
市
場
均

衡
を
保
つ
た
め
に
は
自
国
財
の
価
格
が
上
昇
す
る
。
そ
の
結
果
、

一
般
物
価
水
準
が
上
昇
し
、
自
国
利
子
率
の
上
昇
を
引
き
起
す
で

あ
ろ
う
。
相
対
価
格
の
初
期
の
変
化
は
、
貿
易
収
支
を
改
善
さ
せ
、

自
国
利
子
率
の
上
昇
は
外
国
か
ら
の
資
本
流
入
を
促
し
、
国
際
収

支
を
改
善
す
る
か
ら
、
為
替
レ
ー
ト
は
下
落
す
る
傾
向
に
な
る
で

あ
ろ
う
。

　
⇔
　
外
国
利
子
率
の
上
昇
は
、
最
終
的
に
自
国
通
貨
を
減
価
さ

せ
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　
⇔
　
自
国
貨
幣
供
給
量
の
増
加
は
、
そ
の
増
加
率
と
同
一
率
で

自
国
通
貨
を
減
価
（
為
替
レ
ー
ト
を
上
昇
）
さ
せ
る
。
ま
ず
自
国

貨
幣
供
給
量
が
増
加
す
る
と
、
一
般
物
個
水
準
（
こ
の
ケ
ー
ス
で

は
自
国
財
価
格
）
の
上
昇
ま
た
は
自
国
利
子
率
の
下
落
を
も
た
ら

す
。
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
輸
入
は
減
少
し
、
資
本
流
出
が
促
進

さ
れ
、
国
際
収
支
は
悪
化
す
る
。
さ
ら
に
利
子
率
の
下
落
は
自
国

支
出
を
増
大
せ
し
め
、
自
国
財
に
対
す
る
需
要
は
拡
大
し
、
さ
ら

に
自
国
財
価
椿
の
騰
貴
圧
カ
が
発
生
す
る
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
を

阻
止
す
る
た
め
に
は
、
為
替
レ
ー
ト
が
上
昇
す
る
必
要
が
生
ず
る

で
あ
ろ
う
。

　
㈲
　
自
国
政
府
支
出
の
増
加
は
、
自
国
通
貨
を
減
価
さ
せ
る
場

合
も
あ
れ
ぱ
、
増
価
さ
せ
る
場
合
も
あ
る
。
政
府
支
出
の
増
加
は
、

財
市
場
に
お
い
て
利
子
率
の
上
昇
と
自
国
財
価
格
の
上
昇
を
引
き

起
す
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ぱ
、
為
替
レ
ー
ト
は
貨
幣
市

場
の
均
衡
を
保
つ
た
め
に
は
下
落
し
な
け
れ
ぱ
な
ヶ
な
い
。
し
か

し
他
方
に
お
い
て
、
自
国
財
価
格
の
上
昇
は
貿
易
収
支
を
悪
化
さ
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せ
る
が
、
利
子
率
の
上
昇
は
資
本
流
入
を
促
進
す
る
か
ら
、
全
体

と
し
て
為
替
レ
ー
ト
は
上
昇
す
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
下
落
す
る

か
も
し
れ
な
い
。
実
際
、
第
4
表
の
第
帥
式
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、

両
国
の
輸
入
需
要
の
価
格
弾
カ
性
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
、

ま
た
実
質
貨
幣
残
高
に
対
す
る
需
要
が
利
子
弾
カ
的
で
あ
れ
ば
あ

る
ほ
ど
、
財
政
支
出
の
増
加
は
為
替
レ
ー
ト
を
上
昇
せ
し
め
、
逆

に
資
本
移
動
が
利
子
率
格
差
に
敏
感
で
あ
る
ほ
ど
財
政
支
出
の
増
．

加
は
為
替
レ
ー
ト
を
騰
賛
せ
し
め
る
可
能
性
が
大
き
く
な
る
。

　
以
上
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
自
国
の
政
策
当
局
が
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
き
る
の
は
自
国
の
貨
幣
供
給
量
と
政
府
支
出
で
あ
る
。
均
衡

為
替
レ
ー
ト
を
安
定
化
さ
せ
る
た
め
に
は
、
外
国
の
変
数
を
所
与

と
す
る
か
ぎ
り
、
貨
幣
供
給
量
を
増
加
さ
せ
る
と
き
に
は
、
財
政

支
出
を
減
少
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
状
況
も
あ
れ
ば
、
逆
に
財
攻
支

出
の
増
大
が
必
要
な
場
合
も
あ
る
。
あ
る
い
は
、
い
ま
、
外
国
の

利
子
率
の
上
昇
（
ま
た
は
外
国
価
格
の
騰
貴
）
が
あ
っ
た
と
し
よ

う
。
こ
の
状
況
で
均
衡
為
替
レ
ー
ト
を
安
定
化
す
る
た
め
に
は
、

貨
弊
供
給
量
を
減
少
さ
せ
れ
ば
よ
い
。
し
か
し
、
財
政
支
出
を
増

加
さ
せ
る
か
減
少
さ
せ
る
か
は
確
定
的
で
は
な
い
。

　
こ
れ
ら
の
点
を
鮮
明
に
す
る
た
め
に
、
国
際
間
の
資
本
移
動
性

に
注
目
し
て
み
よ
う
。
国
際
間
で
資
本
が
全
く
移
動
し
な
い
ケ
ー

ス
は
、
第
ω
式
に
お
い
て
危
を
ゼ
ロ
と
お
け
ば
よ
い
。
そ
う
す
る

と
、
わ
れ
わ
れ
は
第
㈲
式
を
得
る
。
外
国
の
利
子
率
は
均
衡
為
替

レ
ー
ト
と
は
無
関
係
と
な
る
。
と
同
時
に
政
府
支
出
の
増
大
は
、

確
実
に
均
衡
為
替
レ
ー
ト
を
上
昇
さ
せ
る
。
し
た
が
っ
て
、
国
際

間
で
費
本
が
不
移
動
な
場
合
に
は
、
外
国
の
物
価
水
準
を
所
与
と

す
る
と
、
貨
幣
供
給
量
を
増
加
さ
せ
る
と
き
に
は
、
財
政
支
出
を

減
少
さ
せ
な
い
か
ぎ
り
、
均
衡
為
替
レ
i
ト
を
安
定
化
で
き
な
い
。

外
国
の
イ
ン
フ
レ
に
直
面
し
た
と
き
に
は
、
そ
れ
と
同
一
率
で
自

国
貨
幣
供
給
量
を
増
加
さ
せ
る
な
ら
ぱ
、
均
衡
為
替
レ
ー
ト
を
一

定
の
水
準
に
維
持
で
き
る
し
、
ま
た
政
府
支
出
の
増
加
に
よ
っ
て

も
そ
れ
は
可
能
で
あ
る
。

　
資
本
が
内
外
利
子
率
の
椿
差
に
敏
感
に
反
応
し
て
移
動
す
る
ケ

ー
ス
は
第
㈱
式
で
与
え
ら
れ
る
。
前
の
ケ
ー
ス
と
は
逆
に
、
政
府

支
出
の
拡
大
は
為
替
レ
ー
ト
を
下
落
せ
し
め
る
。
し
た
が
っ
て
外

国
の
変
数
を
所
与
と
す
れ
ぱ
、
均
衡
為
替
レ
ー
ト
を
維
持
す
る
た

め
に
は
、
貨
幣
供
給
の
増
大
（
減
少
）
と
政
府
支
出
の
増
大
（
減

少
）
と
い
う
組
み
合
せ
が
必
要
と
な
る
。
ま
た
例
え
ぱ
、
外
国
が

イ
ン
フ
レ
で
あ
る
な
ら
ぱ
、
均
衡
為
替
レ
ー
ト
を
一
定
に
保
つ
た

め
に
は
、
貨
幣
供
給
量
を
増
加
さ
せ
る
か
、
ま
た
は
政
府
支
出
を

削
減
す
れ
ば
よ
い
。
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国
際
費
本
移
動
に
関
す
る
以
上
の
二
つ
の
ケ
ー
ス
の
中
で
別
の

状
況
を
想
定
し
よ
う
。
い
ま
、
投
資
は
利
子
率
に
ほ
と
ん
ど
反
応

し
な
い
（
α
が
小
さ
い
）
が
、
貨
幣
需
要
は
利
子
率
に
対
し
て
き

わ
め
て
敏
感
で
あ
る
（
1
が
大
き
い
）
と
し
よ
う
。
こ
の
よ
う
な

ケ
ー
ス
で
は
、
資
本
が
国
際
間
不
移
動
の
と
き
に
は
、
均
衡
為
替

レ
ー
ト
を
維
持
す
る
の
に
致
府
支
出
は
き
わ
め
て
強
カ
な
手
段
と

な
る
。
し
か
し
、
費
本
が
完
全
に
移
動
す
る
状
況
で
は
、
貨
幣
供

給
量
と
財
政
支
出
は
い
ず
れ
も
有
効
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
が
強
カ

で
あ
る
か
は
断
定
で
き
な
い
。

　
他
方
、
逆
に
、
投
資
は
利
子
率
に
き
わ
め
て
敏
感
で
あ
る
（
α

は
大
き
い
）
が
、
貨
幣
需
要
は
利
子
率
に
対
し
て
ほ
と
ん
ど
反
応

し
な
い
（
Z
が
小
さ
い
）
と
し
よ
う
。
こ
の
ケ
ー
ス
で
は
、
均
衡

為
替
レ
ー
ト
を
維
持
す
る
手
段
と
し
て
は
、
資
本
不
移
動
の
場
合

に
は
、
政
府
支
出
は
無
効
に
な
り
、
貨
幣
供
給
の
み
が
唯
一
の
有

効
な
手
段
と
な
る
が
、
資
本
が
国
際
間
を
活
発
に
移
動
す
る
と
き

に
は
、
い
ず
れ
の
手
段
も
有
効
で
あ
る
が
、
ど
ち
ら
が
よ
り
有
効

か
に
つ
い
て
は
断
定
は
で
き
な
い
。

　
こ
れ
ま
で
わ
れ
わ
れ
は
輸
出
量
に
し
ろ
輸
入
量
に
し
ろ
、
相
対

価
楮
の
変
化
に
反
応
す
る
も
の
と
仮
定
し
て
き
た
。
こ
こ
で
、
こ

の
仮
定
を
変
更
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
わ
れ
わ
れ
は
輸
出
量
も
輸

入
量
も
一
定
の
水
準
で
所
与
で
あ
る
も
の
と
想
定
す
る
。
こ
れ
は

自
国
お
よ
ぴ
外
国
に
お
い
て
輸
入
数
量
割
当
て
制
が
採
用
さ
れ
て

い
る
か
、
あ
る
い
は
自
国
に
お
い
て
輸
出
数
量
割
当
制
（
ま
た
は

輸
出
自
主
規
制
）
と
輸
入
数
量
割
当
制
が
採
用
さ
れ
て
い
る
ケ
ー

ス
で
あ
る
。
現
在
の
よ
う
な
管
理
貿
易
体
制
に
お
い
て
は
、
十
分

に
現
実
的
な
想
定
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
自
国
お
よ

び
外
国
の
輸
入
需
要
の
弾
カ
性
は
ゼ
ロ
で
あ
る
か
ら
、
第
3
表
の

第
㈹
式
で
定
義
さ
れ
て
い
る
∫
は
マ
イ
ナ
ス
z
に
等
し
く
な
る
。

　
そ
う
す
る
と
、
第
3
表
の
第
㈹
式
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
為
替

レ
ー
ト
の
上
昇
は
自
国
の
国
際
収
支
を
、
改
善
す
る
の
で
は
な
く
、

悪
化
さ
せ
る
。
こ
れ
は
、
通
常
、
為
替
レ
ー
ト
が
国
際
収
支
に
及

ぽ
す
短
期
的
効
果
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
長
期
的
に
は
輸
出
と
輸
入

が
相
対
価
格
に
反
応
す
る
よ
う
に
な
れ
ぱ
、
為
替
レ
ー
ト
の
国
際

収
支
に
及
ぽ
す
効
果
は
、
元
の
第
㈹
式
に
従
う
か
ら
、
為
替
レ
ー

ト
の
上
昇
は
、
国
際
収
支
を
改
善
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
が
い

わ
ゆ
る
「
J
力
ー
ブ
効
果
」
圭
言
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

わ
れ
わ
れ
の
現
在
の
仮
定
の
も
と
で
は
、
貿
易
の
数
量
割
当
制
が

存
続
す
る
か
ぎ
り
、
為
替
レ
ー
ト
の
上
昇
は
国
際
収
支
を
悪
化
さ

せ
る
傾
向
が
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
中
間
的
結
果
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
簡
単
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化
の
た
め
に
、
一
般
物
価
水
準
の
加
重
は
、
国
内
支
出
に
占
め
る

各
財
へ
の
支
出
割
合
に
等
し
い
と
仮
定
し
よ
う
。
す
な
わ
ち
、

N
盲
1
1
（
一
1
｝
）
と
す
る
。
こ
の
こ
と
と
、
“
1
N
を
考
慮
す
る
と
、

第
4
表
の
第
剛
式
は
次
の
よ
う
に
書
き
換
え
ら
れ
る
。

　
　
毒
1
1
1
寺
・
十
峰
十
ミ
十
睾
さ
干
嶋
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
　
　
8
ミ
　
　
　
　
N

し
た
が
っ
て
、
第
一
に
、
外
国
価
格
の
上
昇
は
均
衡
為
替
レ
ー
ト

を
下
落
さ
せ
、
自
国
の
貨
幣
供
給
の
増
加
は
均
衡
為
替
レ
ー
ト
を

上
昇
さ
せ
る
。
こ
れ
は
既
に
得
ら
れ
た
結
論
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。

し
か
し
、
第
二
に
、
自
国
の
財
政
支
出
の
増
加
は
必
ず
為
替
レ
ー

ト
を
上
昇
さ
せ
る
。
第
三
に
、
外
国
利
子
率
の
上
昇
は
均
衡
為
替

レ
ー
ト
を
下
落
さ
せ
る
。
こ
の
第
三
の
点
は
興
味
深
い
。
す
な
わ

ち
、
管
理
貿
易
体
制
下
で
は
、
外
国
で
利
子
率
が
引
き
上
げ
ら
れ

る
と
、
自
国
の
通
貨
は
増
価
す
る
の
で
あ
る
。
現
在
の
日
米
貿
易

の
管
理
体
制
に
お
い
て
は
、
米
国
の
利
子
率
引
き
上
げ
は
、
む
し

ろ
、
円
／
ド
ル
・
レ
ー
ト
を
引
き
下
げ
、
円
高
・
ド
ル
安
を
も
た

ら
す
の
で
あ
る
。
ま
た
資
本
移
動
が
国
際
閥
で
活
発
に
な
れ
ば
な

る
ほ
ど
、
こ
の
傾
向
は
一
層
強
ま
る
で
あ
ろ
う
。

六
　
お
わ
り
に

　
本
稿
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
簡
単
だ
が
標
準
的
な
所
得
1
－
支

出
分
析
の
枠
組
み
の
中
で
、
為
替
レ
ー
ト
の
変
動
要
因
を
さ
ま
ざ

ま
な
視
点
か
ら
分
析
す
る
と
共
に
、
国
際
収
支
に
対
す
る
四
つ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
も
解
説
し
た
。
わ
れ
わ
れ
の
塞
本
的
諸
関

係
式
は
第
－
表
に
示
さ
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
り
、
多
く
の
難
点

を
も
ち
、
ま
た
多
く
の
単
純
化
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
否
定
で

き
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
む
し
ろ
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
、

わ
れ
わ
れ
は
、
第
4
表
で
示
す
よ
う
な
、
財
市
場
・
貨
弊
市
場
の

均
衡
、
そ
し
て
国
際
収
支
の
均
衡
を
保
証
す
る
均
幣
為
替
レ
ー
ト

を
明
示
的
に
解
く
こ
と
が
で
き
た
。

　
均
衡
為
替
レ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
．
こ
こ
で
導
出
し
た
式
に
も
と

づ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
視
点
か
ら
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
国

際
間
の
資
本
移
動
の
程
度
が
ど
の
よ
う
な
効
果
を
均
衡
為
替
レ
ー

ト
に
及
ぼ
す
の
か
、
ま
た
投
資
・
証
券
・
貨
幣
の
間
の
代
替
が
均

衡
為
替
レ
i
ト
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の
か
、
さ
ら
に
は
、

貿
易
政
策
の
影
響
に
つ
い
て
童
言
及
し
た
。

　
最
後
に
留
意
す
べ
き
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
が
貨
幣
供
給
量
と
財

政
支
出
を
独
立
な
変
数
と
し
て
扱
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
貨
幣
供

給
量
の
変
化
は
第
三
節
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
国
際
収
支
と
密
接

な
関
連
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
わ
れ
わ
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れ
は
国
際
収
支
が
均
衡
し
て
い
る
状
態
を
扱
っ
て
い
る
の
で
間
題

は
な
い
。
む
し
ろ
問
題
と
な
る
の
は
、
貨
幣
供
給
量
と
財
政
支
出

の
相
互
関
連
性
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
容
易
に
考
慮
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
と
も
あ
れ
、
本
稿
に
よ
っ
て
国
際
収
支
・
為
替
レ
ー
ト
に
つ
い

て
興
味
を
抱
く
よ
う
に
な
る
な
ら
ぱ
、
本
稿
の
課
題
は
ほ
ぼ
達
成

さ
れ
た
と
言
え
よ
う
o

　
〔
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o
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ミ
o
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遣
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池
閥
誠
「
管
理
貿
易
下
の
為
替
レ
ー
ト
と
貿
易
収
支
」
『
一
橘
諭

叢
』
一
九
八
七
年
六
月
号
。

　
池
間
誠
・
原
正
行
・
井
川
一
宏
『
国
際
経
済
』
（
有
斐
閣
、
一
九

八
七
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橘
犬
挙
教
授
）

（49）　均衡為替レー｝
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